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෇څԉಛผࢧ׆ҭͯੈଳੜࢠ ʢۚͻͱΓ਌ੈଳҎ֎෼ʣ
■問ຊॴࢠҭͯਪਐ՝☎��ʖ�2��

ひとり親世帯分の給付金を受給していない低所得の子育て世帯に対し、児童１人当たり５万円を給付します。

■�対象・支給方法
　Ὂྩ࿨̐೥݄̐෼ͷࣇಐख౰·ͨ͸ಛผࣇಐැཆख౰Λड͍ͯͯ͠څɺྩ࿨̐೥౓ͷॅຽ੫ۉ౳ׂ͕ඇ՝੫
ͷํ

　　ˠ申請不要（７月末までに手当の登録口座に支給）
　Ὂྩ࿨̐೥݄̏��೔࣌఺Ͱࡀ��ະຬͷࣇಐʢোࣇ֐ͷ৔߹͸20ࡀະຬʣΛཆҭ͢る෕฼౳ͷ಺ɺ
　　ᶃྩ࿨̐೥౓ͷॅຽ੫ۉ౳ׂ͕ඇ՝੫ͷํ
　　　ˠ申請が必要な場合あり。申請不要の方には７月中に振り込み通知を送付
　　ᶄ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹͰऩೖ͕ٸม͠ɺॅຽ੫ۉ౳ׂඇ՝੫૬౰ͱͳͬͨํ
　　　ˠ申請必要（来年２月28日○Րまで）
■�申請方法　ਃ੥ॻͷ༷ࣜ౳ৄ͘͠͸ࢢHPΛ͝ཡ͍ͩ͘͞

問̇ຊॴ঎޻՝☎��ʖ�2��

ϓϨϛΞϜ෇͖঎඼݊Λൃ͠ߦ·͢

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けた地域経済の回復を目的に、「プレミアム付き商品券
（アプリ版＋紙版）」を発行します。市内での消費活動を喚起し、地域の景気浮揚につなげます。

■�販売内容
̍ηοτ�
000ԁ෼Λ�
000ԁͰൢചʢϓϨϛΞ
Ϝ཰2�ˋʣ
■実施期間
ΞϓϦ൛ʜ݄̕தͷ։࢝Λ༧ఆʢ̏か݄ؒʣ
Λ༧ఆʢ̎か݄ؒʣ࢝൛ʜ�0݄தͷ։ࢴ　
■�対象店舗
ͳ͠ʣݶछͷ੍ۀ໛ళฮʢن಺ͷதখɾখࢢ
　˞େखνΣʔϯళɺίϯϏχɺυϥοάετΞ౳
͸ର৅֎ɻ

■�発行金額
�2ԯԁ෼ʢ�
000ԁ෼ʷ2�ສηοτʣ
■購入対象者・購入限度
ୈ̍ճʜࢢຽݶఆͱ͠ɺ̍ਓ౰ͨΓ̎ηοτ·Ͱ
ൢചɻر๬ऀશһ͕ΞϓϦ൛かࢴ൛ͷͲͪΒか
ΛߪೖͰ͖るΑ͏ʹਃ੍ࠐͱ͢る
ୈ̎ճʜୈ̍ճͰ׬ച͠ͳかͬͨ৔߹ɺࢢຽʹݶ
ఆͤͣɺΞϓϦ൛ͰͷΈൢചʢ༧ఆʣ

■その他
͢·HP౳Ͱお஌Βͤ͠ࢢୈ࣍Γ·ܾ͕ࡉৄ

（53）

天
神
祭
、
大
山
犬
祭
り
、
３
年
ぶ
り
に
市

民
が
参
加
す
る
祭
り
が
戻
っ
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
神
事
の
み
、
パ
レ
ー
ド
は
中
止
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
お
祭
り
、
イ
ベ
ン

ト
。
例
年
、
市
役
所
前
で
の
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
て
い
た
天
神
祭
は
、
第
二
コ
ミ
セ
ン
の

前
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
規
模
は
縮
小
さ
れ

た
が
朝
暘
一
小
か
ら
六
小
ま
で
の
踊
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
児
童
、
保
護
者
、
多
く
の
市

民
が
参
加
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
。
祭
り

の
司
会
、
パ
レ
ー
ド
の
進
行
管
理
、
交
通
整

理
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
か
げ
で
華
や
か
な
祭
り
は
整
然
と
行
わ

れ
た
。
祭
り
の
後
、
第
二
コ
ミ
セ
ン
か
ら
市

役
所
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。
そ
の
途
中
、
3

年
ぶ
り
の
手
踊
り
を
や
り
遂
げ
た
藤
間
流
鶴

岡
藤
靜
会
、
坂
東
流
柏
樹
会
の
皆
さ
ん
に
出

会
っ
た
。
編
笠
で
顔
を
隠
し
て
道
真
公
を
見

送
っ
た
姿
を
再
現
し
た
手
踊
り
、
暑
い
中
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

６
月
18
日
、
山
形
県
沖
地
震
か
ら
3
年
が

経
過
し
た
。
そ
の
後
も
令
和
２
年
７
月
豪
雨

な
ど
も
あ
り
、
災
害
時
の
初
動
対
応
、
避
難

所
の
開
設
、
食
料
の
備
蓄
、
要
支
援
者
へ
の

対
応
な
ど
少
し
ず
つ
体
制
整
備
の
充
実
が
図

ら
れ
て
き
た
。
３
年
目
と
な
る
６
月
18
日
に

は
、
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
、あ
の
日
、誰
に
と
っ
て
も
突
然
だ
っ
た

大
き
な
揺
れ
。
今
一
度
、
行
政
、地
域
、家
庭

で
の
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



7 広報つるおか　2022 . 7 ■日ʹ೔࣌ɾظ೔ɾؒظ　■時ʹؒ࣌　■場ʹ৔ॴɾձ৔　■定ʹఆһ　■対ʹର৅ɾ֨ࢿ　　　　　　　　 ■内ʹ಺༰　■師ʹࢣߨɾࢦಋ　■費ʹඅ༻ɾྉۚ　■持ʹͪ࣋෺　■申ʹਃࠐΈ　■問ʹ໰߹ͤ　■他ʹͦͷଞ　HPʹϗʔϜϖʔδ

͢·େ̎ສԁ෼ͷϚΠφϙΠϯτ͕΋Β͑࠷

ϚΠφϙΠϯτୈ̎஄࣮ࢪதͰ͢
問̇ຊॴࢢຽ՝☎��ʖ����·ͨ͸ຊॴ৘報اը՝☎��ʖ����

　マイナポイント事業は、マイナンバーカードやキャッシュレス決済の普及促進を目的
に、国が実施している消費活性化策です。手続きがまだの方はお早目にお願いします。

マイナンバーカードの
新規取得 ˞

最大5,000円相当

健康保険証としての
利用申込み

7,500円相当

公金受取口座の
登録

7,500円相当

マイナポイントの付与対象と付与ポイント

ὊϚΠφϙΠϯτਃࠐΈͷର৅ͱͳるϚΠφϯόʔΧʔυͷਃ੥ݶظʜ令和４年９月末まで
ὊϚΠφϙΠϯτͷਃݶظࠐʜ令和５年２月末まで

˞ୈ̍஄ʹਃ͠ࠐΜͰ͍ͳ͍ํ΍ɺ্ݶ·Ͱ෇༩͞Ε͍ͯͳ͍ํ΋ؚΈ·͢ɻマイナポイントの申込み後、選択
したキャッシュレス決済サービスでチャージまたは買物をする必要があります。

ˑৄ͘͠͸ϚΠφϙΠϯτۀࣄHPɺ
HPΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ࢢ ϚΠφϙΠϯτۀࣄHP

↑

HPࢢ

↑

▲

マイナポイント申込みの手順は次のとおりです
①�マイナンバーカードの取得ʢར༻ऀূ໌༻ిࢠ
ূ໌ॻͷ౥͕ࡌඞཁͰ͢ʣ

　　　Χʔυਃ੥かΒड͚औΓ·Ͱ͸̍か݄ఔ౓ֻ
かΓ·͢ɻ
②マイナポイントの予約（マイキーＩＤ設定）
　　　ϚΠφϯόʔΧʔυऔಘޙ΍طʹΧʔυΛお
ͷํ͸ɺύιίϯʢΧʔυϦʔμʔ΋ඞཁʣͪ࣋
΍εϚʔτϑΥϯ౳Ͱઐ༻αΠτʹΞΫηε͠
ͯઃఆ͕ՄೳͰ͢ɻ
③マイナポイントの申込み
　　　ύιίϯ΍εϚʔτϑΥϯ౳Ͱઐ༻αΠτʹ
ΞΫηεɻر๬͢るΩϟογϡϨεܾࡁαʔϏ
εΛ̍つબ୒͠ɺϚΠφϯόʔΧʔυΛͯͬ࢖
ਃ͠ࠐΈ·͢ɻ

▲

マイナンバーカードの申請支援（写真撮影を含む）
やマイナポイントの予約・申込みの支援を下記窓
口でも行っています
՝ࢱຽ෱ࢢຽ՝ɺ֤஍Ҭிࣷࢢɿຊॴޱԉ૭ࢧ■
　　˞૭͍ͯ͠ࡶ͕ࠞޱる৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺ࣌

ؒʹ༨༟Λͯͬ࣋おӽ͍ͩ͘͠͞ɻ

▲

企業・地域団体等を対象にしたマイナンバーカー
ドの出張申請受付も行っています
๬͢るํرɺ஍Ҭஂମ౳Ͱɺਃ੥Λߍ΍ֶۀا　
͕おおΉͶ�0ਓҎ্͍る৔߹ɺࢦఆ͞Εͨձ৔
ਅࣸإ৬һ͕ग़ு͠ɺਃ੥Λड͚෇͚·͢ʢࢢʹ
͕ͳ͍ํ͸ɺλϒϨοτ౳ͰࡱӨ΋͍ߦ·͢ʣɻ
　ਃ੥࣌ʹඞཁॻྨΛఏग़͍͚ͨͩΕ͹ɺޙ೔Ϛ
ΠφϯόʔΧʔυΛຊਓݶఆडऔ༣ศͰࣗ୐ʹૹ
෇͠·͢ɻ

マイナポイントの申込方法

三
年
一
昔
。
変
化
の
速
い
時
代
、
10
年
、

５
年
で
は
な
く
、
３
年
も
た
つ
と
、
世
の
中

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

誰
が
戦
争
に
よ
っ
て
物
価
が
高
騰
す
る
な
ど

と
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
マ
ス
ク
の
着
用

の
ル
ー
ル
も
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。
国

は
、
基
本
的
な
感
染
対
策
と
し
て
の
マ
ス
ク

着
用
の
位
置
付
け
を
何
ら
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
と
し
つ
つ
、
①
屋
外
で
は
、
２
ｍ
以

上
を
目
安
と
し
て
他
者
と
の
距
離
が
確
保
で

き
る
場
合
や
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合

は
マ
ス
ク
を
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
②
屋

内
で
は
、
他
者
と
の
距
離
が
確
保
で
き
て
お

り
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
は
、
マ
ス

ク
を
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
③

就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
発

達
の
状
況
や
体
調
等
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
た
め
、他
者
と
の
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
、マ

ス
ク
着
用
を
一
律
に
は
求
め
な
い
、
と
さ
れ

た
。
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
中
、
熱
中
症
対

策
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

石
の
上
に
も
三
年
、
石
の
上
で
も
３
年
続

け
て
座
れ
ば
暖
ま
る
と
い
う
。
た
だ
、
世
の

中
の
考
え
方
も
相
当
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

個
々
人
の
考
え
も
よ
り
多
様
に
な
っ
て
き
て

い
る
。辛
抱
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
、と
い
う

格
言
自
体
の
受
け
止
め
方
も
様
々
で
あ
ろ
う
。

変
化
に
対
応
し
て
い
き
た
い
、
も
っ
と
多
様

性
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
、
市
役
所
の
上
級
行
政
の
採
用
試
験

に
障
が
い
者
の
枠
を
新
た
に
設
定
し
、
初
級

行
政
の
採
用
試
験
に
も
導
入
を
予
定
し
て
い

る
。も
っ
と
多
様
性
を
反
映
し
、明
る
く
働
き

や
す
い
職
場
に
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
幸

せ
の
た
め
に
働
く
職
場
に
。
鶴
岡
市
が
時
代

の
変
化
に
対
応
し
、
更
に
成
長
す
る
た
め
に
。
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健
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福
祉
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よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
17
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）
■申
７
月
14
日
○木

～
８
月
16
日
○火
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無

料
歯
科
健
診
を
実
施
）
■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
ま
た
は
市
内
歯
科

医
院
へ令

和
４
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

令
和
３
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
４
年

度
の
市
民
税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
介
護
保
険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通

知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
の
方

に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
発
送
日

７
月
15
日
○金

■対
65
歳
以
上
の

方

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月

・
10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら

差
し
引
き
ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収

へ
の
切
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
）
▽
普
通
徴

収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
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市
政

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

公
募
委
員
募
集

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）
①
今
年
８
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
で
あ
る

②
市
内
の
事
務
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）
③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

■申
７

月
29
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）
■他
市
HP

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

公
募
委
員
募
集

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
・
非

常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）
①
今
年
10
月
１

日
現
在
で
18
歳
以
上
で
あ
る

②
市
内
、
三

川
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る

■申
８
月
１
日
○月
ま
で
申
込

書
を
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）
■他
市
HP

収
以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付

書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納

期
は
年
８
回
（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

■問
納
付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎
35

‐
１
１
８
３

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介
護

課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日

○月
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担
割

合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
負
担
割
合
証
は
、
圧

着
は
が
き
（
縦
長
の
定
型
封
筒
サ
イ
ズ
）
で

送
付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、

今
年
の
８
月
１
日
以
降
に
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

■
支
給
額

10

万
円

■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳

■申
７
月
１
日
○金
～
29
日
○金
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎

29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ完

全
予
約
制
で
す　
　
　
　
　
　
　

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
６
日
○水
午
後
１
時
～
３
時

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■対
18

歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
ま
た
既

に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
を
変
更
し

た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等

（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）
■
相
談
科
目

聴
覚
（
８
人
）、
肢
体
（
手
帳
を
お
持
ち
の

方
６
人
）
■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
■申
７
月
１
日
○金

～
５
日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
、

FAX
25
‐
９
５
０
０
ヘ
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年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
、
各
基
準
で
免

除
さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱

い
に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印

の
あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
ど
ち
ら
も
コ
ピ

ー
可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の

前
年
所
得
が
審
査
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
、
退
職
ま

た
は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
申
請
で
き
ま
す
。

▼
申
請

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
～
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○金
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
３
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
発
送
日

７
月
13
日
○水

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に

同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１

日
○月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日
○月
以
降

も
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日
○月
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族

分
を
ま
と
め
て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
届
い
た
保
険
証
の
中
に
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が
あ
っ

た
ら
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▼
有
効
期
限

令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
に

70
歳
に
な
る
方
と
75
歳
に
な
る
方
は
、
自
己

負
担
割
合
の
変
更
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
有
効
期
限
が
異

な
り
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保

険
証
を
送
付
し
ま
す
。

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方

本
所
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
交
付
を
希
望
す
る
場
合
や
、
世
帯
主
以
外

の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間

７
月
７
日
○木
～
15
日
○金

■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証

▽
現
在
の

負
担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
（
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
）
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
（
領
収
書
等
）
が
必
要
で
す
。

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
か
ら
２
か
月
～
３
か
月
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
領
収
書
等
必
要
な
書
類
を
お
持

ち
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
設
定
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定
証

の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

税国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
「
国
民
健
康
保

険
税
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日

７
月
15
日
○金

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回

（
７
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す

■問
本

所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６

■他
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、
主

た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収

入
、
山
林
収
入
及
び
給
与
収
入
が
、
前
年
よ

り
３
割
以
上
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯

は
、
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
同
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決
済

で
市
税
等
を
納
め
る
場
合
は

自
宅
に
届
い
た
納
付
書
に
印
字
し
て
あ
る

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

直
接
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
店

頭
レ
ジ
で
の
ア
プ
リ
決
済
に
よ
る
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐

１
１
８
３

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語

■対
小
学
生

■内
税
金
全
般
、
納
税
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の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文

■対
中
学
生

■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通

■申
８
月
29
日
○月
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ

■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

生
活

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟

夏
の
安
全
県
民
運
動

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
緩
み
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

７
月
22
日
○金
～
８
月
21
日
○日

■
重
点

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

最
優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す　
　
　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の

■
部
門

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
■
規
定

１
人

１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の

■
規
格

Ａ

３
～
四
つ
切
り
サ
イ
ズ

■
各
賞

最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点

■申
作
品
の

裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月
30
日
○火
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い

▽
風
が

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い

▽
花

火
の
筒
先
に
顔
や
手

を
近
づ
け
な
い

▽

服
に
火
が
つ
か
な
い

よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎
22
‐
８
３
３
２
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人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫

▽
地
主
幸
平

▽
庄
司
敏
明

▽
鈴
木
元
女

▽
今
野
和
惠

▽
金
内
淳

▽
加
藤
勝

▽
五
十
嵐
礼
子

▽
石
川
正
廣

▽
五
十
嵐
司

▽
奥
泉
修
子

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉

▽
石
川
幸

▽
田
村
廣
実

▽

小
南
孝
子

▽
加
藤
完
治

▽
佐
々
木
は
つ

子

▽
宅
井
洋
子

▽

池
昇

▽
平
藤
博

巳

▽
清
野
美
智
子

▽
佐
藤
雅
秀

▽
齋

藤
元
雄

▽
齋
藤
俊
美

▽
相
澤
康
夫

▽

伊
藤
ゆ
み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一
部
の

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
実
施
地
の
見
取

り
図
を
添
付
し
て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数

や
防
火
帯
の
幅
等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン

は
、
毎
年
全
国
各
地

に
約
２
、
７
０
０
ｔ

を
出
荷
す
る
、
本
市

が
誇
る
特
産
品
で
す
。

収
穫
の
最
盛
期
が

７
月
で
、
数
字
の

「
６
」が
メ
ロ
ン
の
形

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日

を
「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
を

ぜ
ひ
ご
堪た

ん
の
う能

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る　
　
　

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
な
い
早
朝
や

夕
方
に
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１

２
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

生
ご
み
は
約
80
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み

の
水
分
が
多
く
な
る
と
、
焼
却
す
る
際
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

生
ご
み
を
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
ギ
ュ
ッ

と
一
絞
り
す
る
だ
け
で
水
分
を
減
ら
せ
ま
す
。

こ
の
水
切
り
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
軽
量
化
で

持
ち
運
び
が
楽
に
な
り
、
悪
臭
の
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
せ
ん
定
枝
・
草
も
で
き
る
だ
け
乾

燥
さ
せ
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の
願
い

で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２
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